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ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

【
議
員
と
行
政
の
Ｑ
＆
Ａ
】

市
政
の？を

問
い
ま
し
た

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
へ
通
学
支

援
制
度
を
！

問
障
が
い
の
あ
る
子
の
登
下
校
に
、通
学
ガ

イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
等
の
支
援
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

答
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
車
の
全
て
に
介
助
員

の
配
置
は
行
っ
て
い
な
い
。一
体
校
で
も

や
ら
な
い
。

消
費
税
増
税
、ど
う
市
民
を
守
る
？

問
三
条
市
は
所
得
２
０
０
万
円
以
下
の
世

帯
が
８
割
を
占
め
て
お
り
、逆
進
課
税
の

消
費
税
増
税
は
市
民
の
暮
ら
し
を
追
い

詰
め
る
。市
民
を
守
る
立
場
で
10
％
へ
上

が
る
前
に
意
見
書
を
上
げ
て
は
ど
う
か
。

答
資
本
主
義
国
家
で
あ
り
生
産
年
齢
比
率

の
減
少
、社
会
構
造
を
考
え
た
と
き
に

当
然
の
帰
結
。増
税
は
不
可
避
。国
に
意

見
を
言
え
な
ど
国
に
笑
わ
れ
る
。市
政

を
つ
か
さ
ど
る
人
間
と
し
て
そ
れ
は
で

き
な
い
。

県
下
最
低
の
子
ど
も
医
療
費
助
成
！

問
増
税
が
押
し
寄
せ
る
中
、医
療
費
拡
充

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答
現
行
の
ま
ま
で
い
く
。そ
れ
以
上
で
も
そ

れ
以
下
で
も
我
々
の
判
断
は
な
い
。

障
が
い
者
の
雇
用
応
援
を
！

問
多
数
雇
用
事
業
者
・
施
設
か
ら
優
先
的
に

物
品
の
調
達
等
を
図
る「
障
害
者
優
先

調
達
推
進
法
」の
施
行
に
伴
い
、市
の
取

り
組
み
、企
業
等
へ
の
周
知
は
ど
う
か
。

答
現
在
も
物
品
購
入
等
を
し
て
い
る
が
、各

法
人
の
販
売
物
・
役
務
の
提
供
等
を
調

査
し
努
め
た
い
。

防
災・減
災
対
策
に
つ
い
て

問
国
土
強
靭
化
基
本
法
が
成
立
し
た
。地

域
計
画
策
定
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
国
の
基
本
計
画
が
示
さ
れ
た
段
階
で
策

定
に
向
け
て
検
討
す
る
。

問
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
の
課
題
と
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

答
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。洪

水
災
害
を
中
心
に
防
災
教
育
、授
業
、研

修
を
実
施
す
る
。防
災
キ
ャ
ン
プ
を
実
施

し
、避
難
所
、非
常
食
体
験
、安
全
マ
ッ

プ
作
り
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
推
進
に
つ
い
て

問
行
政
の
透
明
性
、信
頼
性
、経
済
活
性
化

が
推
進
で
き
る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
積
極
的
に
情
報
公
開

を
進
め
て
い
る
。一
部
、統
計
情
報
し
か

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
し
て
い
な
い
。今
後

進
め
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
普
及
に
つ
い
て

問
困
っ
た
と
き
活
用
で
き
る
カ
ー
ド
で
、障

が
い
や
難
病
を
抱
え
る
人
の
安
心
と
、家

族
や
支
援
者
の
安
心
、障
が
い
に
対
す
る

理
解
の
促
進
を
目
的
に
配
布
し
て
は
ど

う
か
。

答
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
に
よ
っ
て
、障
が

い
に
対
す
る
理
解
に
も
つ
な
が
る
。一
方

で
カ
ー
ド
の
認
知
度
を
深
め
て
い
か
な

い
と
実
効
性
に
つ
な
が
ら
な
い
。導
入
に

向
け
て
地
域
自
立
支
援
協
議
会
に
意
見

を
聞
い
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

学
校
教
育
の
枠
を
超
え
、学
力
向
上
を
！

問
中
１
・
中
２
段
階
で
の
学
習
指
導
が「
難

関
大
学
を
受
験
・
入
学
で
き
る
生
徒
の

　

議
第
１
号
平
成
26
年
度
三
条
市

一
般
会
計
予
算
の
う
ち「
さ
ん

じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事
業
費
」と

「
第
一
中
学
校
区
小
中
一
体
校
建

設
事
業
費
」に
反
対
す
る
。

　
「
さ
ん
じ
ょ
う
一
番
星
育
成
事

業
費
」は
、ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
教

室
、エ
キ
ス
パ
ー
ト
教
室
な
ど
選

抜
試
験
を
勝
ち
抜
い
た
生
徒
だ
け

が
受
け
ら
れ
る
エ
リ
ー
ト
を
養
成

す
る
た
め
の
取
り
組
み
。限
ら
れ

た
エ
リ
ー
ト
集
団
を
教
育
す
る
こ

と
が
公
教
育
、義
務
教
育
の
中
で

必
要
な
こ
と
な
の
か
大
変
疑
問
で

あ
る
。小
中
一
貫
教
育
が
全
市
一
斉

に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
25
年
度
で

あ
り
、ま
だ
地
に
足
が
つ
い
て
い
な

い
状
態
。小
中
一
貫
教
育
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、職
員

を
混
乱
さ
せ
る
よ
う
な
教
育
の
格

差
を
招
く
よ
う
な
こ
の
事
業
は
行

う
べ
き
で
は
な
い
。

　
「
第
一
中
学
校
区
小
中
一
体
校

建
設
事
業
費
」は
、小
中
合
わ
せ
て

１
４
３
３
人
の
第
一
中
学
校
区
小

中
一
体
校
が
４
月
に
開
校
す
る
。

大
規
模
校
に
よ
る
リ
ス
ク
、学
区

が
広
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、通

学
へ
の
リ
ス
ク
な
ど
不
安
材
料
が

山
の
よ
う
に
あ
る「
第
一
中
学
校

区
小
中
一
体
校
建
設
事
業
費
」は

反
対
す
る
。

  

自
由
ク
ラ
ブ

　

議
第
１
号
平
成
26
年
度
三
条
市
一

般
会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
各
議

案
に
つ
い
て
、委
員
長
報
告
の
と
お
り

賛
成
す
る
。

　

平
成
26
年
度
予
算
編
成
は
、完
了
の

見
通
し
が
つ
い
た
新
保
裏
館
線
道
路

改
築
事
業
や
浸
水
被
害
軽
減
が
急
務

で
あ
る
内
水
対
策
事
業
な
ど
の
社
会

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
、そ
し
て
国
の
経
済

対
策
に
よ
る
財
政
措
置
を
最
大
限
に

活
用
し
た
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
の
小
中
学
校
の
耐
震
化

な
ど
に
重
点
配
分
さ
れ
て
い
る
。そ
の

上
で
、「
選
ば
れ
て
次
代
ま
で
住
み
継

が
れ
る
ま
ち
」す
な
わ
ち
持
続
可
能
な

ま
ち
と
し
て
在
り
続
け
る
た
め
に
５

つ
の
徹
底
、３
つ
の
基
盤
の
強
化
を
施

策
展
開
の
基
本
姿
勢
と
し
て
掲
げ
、数

多
く
の
新
規
事
業
を
含
ん
だ
積
極
予

算
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
び
の
マ
ル
シ
ェ
は
、能
力
や
夢
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、生
活
が
苦
し

く
、と
て
も
塾
に
は
通
え
な
い
環
境
の

子
ど
も
に
対
し
て
は
参
加
費
を
取
ら

な
い
な
ど
、夢
を
実
現
し
た
い
と
希
望

す
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、平
等
に
後

押
し
が
で
き
る
の
は
行
政
が
実
施
す

る
か
ら
だ
と
も
言
え
る
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、平
成
29
年
度
ま

で
を
め
ど
に
運
営
主
体
が
県
に
移
行

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、そ
れ

ま
で
に
三
条
市
が
赤
字
の
解
消
を
行

う
こ
と
は
義
務
で
あ
る
。

  

日
本
共
産
党
議
員
団

　
平
成
26
年
度
三
条
市
一
般
会
計
予

算
で
、期
限
付
任
用
職
員
は
、市
が
率

先
し
不
安
定
雇
用
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
反
対
。７
・
13
水
害
追
悼
式
典
開

催
事
業
に
総
費
用
１
０
０
０
万
円
の

う
ち
、冷
房
機
器
の
リ
ー
ス
代
に

５
０
０
万
円
を
か
け
る
こ
と
に
は
反

対
。商
工
会
議
所
振
興
事
業
補
助
金

は
商
工
行
政
を
商
工
会
議
所
だ
け
に

担
わ
せ
る
こ
と
に
反
対
。さ
ん
じ
ょ
う

一
番
星
育
成
事
業
に
つ
い
て
、一
握
り

の
子
だ
け
を
エ
リ
ー
ト
育
成
す
る
こ

と
は
行
政
の
役
目
で
は
な
い
と
考
え

る
。県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
負
担

金
は
、同
和
教
育
は
人
権
教
育
の
中
で

教
え
る
べ
き
で
反
対
。

　

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
予
算
は
、赤
字
の
全
て
を
国

保
加
入
者
だ
け
に
負
担
さ
せ
る
こ
と

は
も
は
や
限
界
。市
の
繰
り
入
れ
が
必

要
で
値
上
げ
は
反
対
。

　

平
成
26
年
度
三
条
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
は
、制
度
の
廃
止

を
求
め
る
立
場
か
ら
反
対
。

　
「
２
０
１
４
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

増
税
の
中
止
を
求
め
る
請
願
」

「
２
０
１
５
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
増

税
計
画
の
中
止
を
求
め
る
請
願
」「
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
解
釈
改
憲

反
対
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
」

「
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
提
出
を
求
め
る
請
願
」に
つ
い
て
は

採
択
す
べ
き
。

（
市
民
税
）

 

24年度 2,213 19,756 13,703 4,855 2,261 1,075 351 352 457
25年度 2,232 19,857 13,707 4,929 2,359 972 402 321 467
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課税標準額の段階別（所得割）課税状況：納税義務者数の推移

10万円
以下 

100万円
　　　超～ 
200万円
　　　以下 

200万円
　　　超～
300万円
　　　以下 

300万円
　　　超～
400万円
　　　以下 

400万円
　　　超～
550万円
　　　以下 

550万円
　　　超～
700万円
　　　以下 

700万円
　　　超～ 
1,000万円
　　　以下 

1,000万円
　　　　を
超える金額

10万円超～
100万円
　　　以下 

市民の8割の所得が200万円以下

自 由 ク ラ ブ ○久住　久俊　　　　下村　喜作　　　　佐藤　和雄　　　　阿部銀次郎　　　　熊倉　　均
　武石　栄二　　　　梶　　　勉　　　　吉田進一郎　　　　森山　　昭　　　　土田　俊人

新 政 ク ラ ブ ○髙坂登志郎　　　　西川　哲司　　　　島田　伸子　　　　鶴巻　俊樹

新 し い 風 ○杉井　　旬　　　　岡田　竜一　　　　藤田　博史　　　　名古屋　豊

清 流 ○西川　重則　　　　横山　一雄　　　　佐藤　宗司　　　　山田　富義

日 本 共 産 党 議 員 団 ○小林　　誠　　　　武藤　元美

公 明 党 議 員 団 ○野崎　正志　　　　笹川　信子
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